
1 箱根及び周辺地域広域的地域活性化基盤整備計画
平成19年度　～　平成23年度　（5年間） 神奈川県

県西地域の観光の核であり、国際観光地として内外から高い集客力を誇る箱根とその周辺地域において観光・交流を支える基盤づくりによる観光活性化を図る。

・観光の活性化を目指す指標として、入込観光客数を25,270千人（H18）から25,700千人（H22）までに増加

① ・観光の活性化を目指す指標として、入込観光客数を25,270千人（H18）から25,700千人（H22）までに増加

○事後評価の実施体制、実施時期

　策定主体にて評価を実施 　平成26年10月

神奈川県県土整備局総務室 ペ ジ掲載

平成26年10月31日

（H18当初） （H22末）

25,270千人 25,700千人

Ｃ

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

---
効果促進事業費の割合

---
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事後評価の実施体制

社会資本総合整備計画（広域連携事業）　事後評価書
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
2,763.9百万円 Ａ 2,447.9百万円 Ｂ 316.0百万円

事　後　評　価

事後評価の実施時期

公表の方法

神奈川県県土整備局総務室のＷＥＢページ掲載

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ　道路事業
番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H19 H20 H21 H22 H23

1-A-1 道路 神奈川県 直接 － 街路 改築 1,137.9

1-A-2 道路 神奈川県 直接 － 街路 改築 154.7

1-A-3 道路 神奈川県 直接 － 国道 修繕 977.0

1-A-4 道路 神奈川県 直接 － 街路 改築 178.3

小計（道路事業） 2,447.9

事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 （延長・面積・水深等） H19 H20 H21 H22 H23

小計（公園事業）

合計 2,447.9

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H19 H20 H21 H22 H23

1-B-1 公園 神奈川県 直接 － 316.0

合計 316.0

番号 備考

全体事業費
（百万円）

工種 （延長・面積等）

省略
工種

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

体的に実施する とにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名

都市計画道路穴部国府津線

都市計画道路湯河原箱根仙石原線

国道135号

都市計画道路城山曽比線

交付対象事業

事業者
省略
工種

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

番号 事業者
省略 要素となる事業名

事業内容

市町村名

舗装修繕、橋梁修繕、道路情報板、越波対策　L=14.0km

現道拡幅　L=0.13km

現道拡幅　L=0.17km

バイパス整備　L=0.96km 小田原市

湯河原町

小田原市～湯河原町

小田原市

市町村名

園路広場整備 おだわら諏訪の原公園 園路広場 A=4.0ha等 小田原市

番号 備考

1-B-1

一体的に実施することにより期待される効果
ドライブイン機能や情報発信機能を有する施設として、道路網とあわせて整備することで、当該地域の観光活性化が期待される。



Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H19 H20 H21 H22 H23

合計

番号 備考

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する ・都市計画道路穴部国府津線の部分供用開始等により、箱根及び周辺地域へのアクセス性が向上し、当該地域への来訪者の増加に繋がった。
　　　交付対象事業の効果の発現状況

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）工種

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容 市町村名

最終目標値
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

指標①

指標②

25,637千人

25,700千人 ・都市計画道路穴部国府津線の部分供用開始等、要素事業は着実に進捗したが、平成20年の経済危機の
影響等により、観光客は減少した。その後、微増したものの最終目標値には届かない結果となった。

指標③



（参考様式３）　　（参考図面）社会資本総合整備計画（広域連携事業）　事後評価書

計画の名称 1 箱根及び周辺地域広域的地域活性化基盤整備計画

計画の期間 平成19年度　～　平成23年度　（5年間） 神奈川県交付対象

箱根地区

Ｎ

一般国道1号

（立体横断施設整備）

（都）城山曽比線

（都）穴部国府津線
おだわら諏訪の原公園

＜凡 例＞

： 拠点施設

0km 5km 10km

湖尻・大涌谷
箱根湯本

元箱根

一般国道135号

湯河原地区

（都）湯河原箱根仙石原線

真鶴地区

一般国道135号（拡幅）

一般国道1号

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ・道路情報版整備）

県道737号（長尾芦川）

（ｳｫｰｷﾝｸﾞｺｰｽの整備保全）

一般国道135号

（歩道整備）

一般国道135号

（立体横断施設のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化）

： 基幹事業

： 提案事業

： 関連事業

： 計画範囲

： 動 線


